
人事管理とキャリア形成の手引き
はじめに

　

日本は、森林が国土の７割を占める「森林国」です。

森林は、林産物の供給、水源の涵養、国土の保全、地球温暖化の防止、生物多様性の保全

などの機能を通じて、日常生活に欠くことの出来ない様々なサービスを提供しています。

そして、林業は、その生産活動を通じて、森林の有する多面的機能の発揮に貢献し、安全

な生活の場や清浄な空気、余暇を楽しむ豊かな環境等、人々に様々な恩恵をもたらしていま

す。

また、戦後に植栽した約１千万haの人工林が、資源として本格的に利用可能な時期を迎

えつつあることから、林業は、日本全体の成長を支える分野として、大いに期待されていま

す。

このような中、平成21年に、農林水産省から我が国の森林・林業を再生する指針となる「森

林・林業再生プラン」が公表されました。同プランは、「10年後の木材自給率50％以上」を

目指して、森林の有する多面的機能の持続的発揮や効率的な林業経営の推進に必要な技術及

び知識を持った人材の育成に取り組むこととしており、平成２２年に、これを推進していく

ための具体的な施策の方向性を示す「森林・林業の再生に向けた改革の姿」が森林・林業再

生プラン推進本部によりとりまとめられました。

この中で、林業労働者の処遇や人事管理について、「キャリア・アップして働く意欲を高

めるとともに誇りを持って仕事に取り組むことができるよう、働きやすい職場づくりや適切

な処遇等を図ることが必要であり、事業主が使いやすい人事管理マニュアルや、都道府県等

が事業主を指導する際のチェックリストを作成」することが必要であるとされました。

また、平成23年７月26日に閣議決定された森林・林業基本計画においても、「雇用管理

チェックリスト等の作成及び配布により、林業就業者の能力に応じた昇進や昇格モデルの提

示を進める。」とされたところです。

本「人事管理とキャリア形成の手引き」は、これらを踏まえて作成したものであり、次の

構成になっています。

第Ⅰ章の「林業における雇用管理の現状」では、雇用管理や処遇等の改善の必要性を林業

事業体の事業主等の皆様に認識していただくために、全国的な見地から林業のおかれている

現状を紹介しています。

第Ⅱ章の「雇用管理のポイント」では、事業主として知っていなければならないことや遵

守すべき事項の中から、特に重要と思われることや紛争を招かないために適切に対応すべき

こと等を整理しています。また、後段にはチェックリストとして一覧表も整理していますの

で、事業主による雇用管理の改善や都道府県等の事業体育成担当者の指導・助言の際に活用

してください。

第Ⅲ章の「職業能力の評価手法」では、林業に必要と思われる職務を分析したものを「能

力評価基準」として整理し、この基準を基に、林業における人事評価への活用事例として「能

力評価の基準一覧表」を紹介しています。



＜人事管理とキャリア形成の手引きの構成について＞

第Ⅱ章　雇用管理改善のポイント
【基礎知識、チェックリスト及びポイントを記載】

第Ⅲ章　職業能力の評価手法
【能力評価基準、評価シートの例等を記載】

・事業主が従業員の処遇の改善に活用
・都道府県等の林業事業体育成担当者が指
　導・助言に活用
・事業主が雇用管理の現状を確認・改善

【課題】事業主が使いやすい
　　　 人事管理マニュアルが必要

【課題】都道府県等が事業主を指導する
　　　 際のチェックリストが必要

＜森林・林業の再生に向けた改革の姿＞
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「10年後の木材自給率50％以上」を目指して、森林の有する多面的機能の
持続的発揮や効率的な林業経営の推進に必要な技術及び知識を持った人材の
育成に取り組む

キャリア・アップして働く意欲を高めるとともに誇りを持って仕事に取り組
むことができるよう、働きやすい職場づくりや適切な処遇等を図ることが必
要であり、事業主が使いやすい人事管理マニュアルや、都道府県等が事業主
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雇用管理チェックリスト等の作成及び配布により、林業就業者の能力に応じ
た昇進や昇格モデルの提示を進める

なお、本章では、職務遂行に必要な能力を評価するツールとして「能力評価の基準一覧表」

を活用する内容となっていますが、実際の人事評価では、これと併せて業績や意欲・態度を

バランスよく総合的に評価することが重要です。この点に留意の上、本章を参考に、林業事

業体それぞれのキャリア形成ルートや評価基準を検討いただき、処遇等の改善への取組に活

用してください。
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